
定時総会における発言通告書についての回答

会費について
・会費が高い（３件）
・会費の内訳を求む

会費内訳 18,000円 日本栄養士会 6,500円
（日本栄養士会雑誌定価1100円/月含む）

新潟県栄養士会 11,500円
＊他県と比較して会費が高いことは十分承知している。
会員がピーク時1530名が現在1250名となり収入が減少、逆にCS事業等、研修

会運営等の業務が増加している中でピーク時と同様な運営を継続すること、現
状会費を減らすことは困難な状況である。今後は収入、支出、運営を十分精査
し、会員が満足できる方向性を導きだしたい。
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支部の再編について
・会員数の少ない支部を統合する等、支部の再編について検討して頂きたい。

支部の役割を整理し負担軽減を具体的に検討していきたいと考えています。
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在宅医療（栄養）推進事業について
・訪問栄養指導について、ケアステーション登録の栄養士がケアステーション
から派遣される形に整備を進めてほしい。

・支部により進度の差があるにも関わらず、毎年の一律の割り当てとなり実情
に合わせた必要な取り組みとなりにくい。進んでいない支部には本部からの
援助を行い、進んでいる支部には今後の方向性を考えてもらったらどうか。

・本年度は事業検討委員会及びワーキンググループを立ち上げ、現在抱えている取り組みの問題点や地
域栄養ケア推進についての課題の整理を行い、事業計画及び運営の取り組みを行っています。

・契約による訪問栄養指導は、各支部単位で推進をお願いしてきた経緯があります。今後につきましては
各支部のご意見を集約し、対応の検討を進めていきたいと思います。

・在宅事業活動にあったては、事業窓口を県栄養士会とし、支部の運営状況及び栄養ケアステーション
活動登録者情報をもとに支部と連絡をとりながら取り組みを行っていく予定としております。
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②・事務局だよりをメルマガ形式、メール、HPで各自確認にすれば経費削減
になる。

・ネット環境ない人は郵送。
・総会資料はPDFにして各自で閲覧、印刷できるようにしたらどうか。
・委任状は自署であれば印鑑レスにして良いのでは。

提案

①総会資料は退会者は不要。

下記総会運営規則に則して行っている。
（議決権行使に関する基準日）
総会運営規則第4条
事業年度の末日現在における正会員を、当該事業年度の終了後に召集される定時総会
及び翌事業年度中に開催される臨時総会に関して議決権を有する正会員とする。

経費の削減、電磁化から今後の検討事項としております。



5新潟県栄養士会での依頼先の西蒲区の歯科医師会に経緯を確認し、対応いたします。

その他

1.研修会のオンラインは継続してほしい。

新型コロナウイルス感染防止の観点からWeb形式による会議・研修会を開催しています。対面研修よりもコ
ミュニケーションの取り難さなどデメリットもありますが、移動時間が不要、都合の良い時間に研修を受ける
ことができる等メリットも多いことから今後もオンラインでの研修継続を考えてます。

2.事業部のつながりがあるともっと良い活動ができると思う。

本部での学術部、事業部、広報・情報部、研修部、栄養ケアステーション部なのか、支部での職域なのか趣旨
が明確ではない。対面での会議や研修会も数が限られているのが、Zoomなどを利用して交流の場を設けてコ
ミュニケーションをとってほしい。

3.西蒲区の歯科医師会からの依頼で２年ほど前に食形態マップを作成したが、公表されていない。
栄養士会と連携して公表して頂けることを希望します。


	定時総会における発言通告書についての回答
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

